
 2015 年 3 月 31 日（8 号） 

LUNA 活用事例紹介

　LUNA サポートでは、現在本学の LMS システムである「LUNA」に活用事例を掲載しており、前号に引き続きその一部を抜

粋してご紹介します。詳細は、「LUNA サポート」タブ内にある「LUNA 活用事例」に記載していますので、ご参照ください。

総合政策学部　ヘファナン　ケビン　先生のご活用事例
　　・LUNA を使っている科目

　　　　⇒　【講義系授業】　総 ) コミュニケーション総論

　　　　⇒　【講義系授業】　総 ) 社会言語論

　　・LUNA を使っている科目のクラス規模

　　　　⇒大規模クラス、300 名～ 400 名

　　・ＬＵＮＡを使用するようになったきっかけは何ですか？

　　　　⇒ LUNA 導入の年 (2010 年 ) に LUNA 紹介の講演を聴き、使用を始めた

LUNA を英語表記にして活用しています。

　　毎回の授業ごとに復習テストを掲載し、授業外学修を　
　　促進しています。
　　　●　100 点が取れるまで何度でも受けること　　　　

　　　　ができるように設定

　　　●　ランダムに問題が出題されるように設定

　　授業のレジュメを掲載し、事前に閲覧・予習ができる　
　　ようにしています。
　　　●　欠席者のためにも掲載

　　初回授業では、LUNA の利用方法について説明します。
　　　●　科目を開くと「教材・課題・テスト」画面にな　

　　　　るように設定し、アクセスしやすく工夫

LUNA活用事例紹介……………………………………… 1
FD活動報告について(研究科)… ……………………… 4
FD活動報告について (学部・センター等 )…………… 7
講演会・ワークショップ開催報告…………………… 12

  

レジュメのフォルダ 

復習テスト 

 

科目にアクセスすると「教材・課題・テスト」画面

が表示されます。

＝第８号発行にあたって＝
　2014 年度を締めくくるニュースレターをお届けします。例年通り、各学部、各研究科の FD 活動に関する報告をとりまとめて
おります。LUNA の利用方法についてもいえることですが、他者の実践を通じて、新たな気づきがでてきます。専門分野を超えて、
共通の課題を見いだすきっかけになることを期待します。
　後半は、秋学期に行われた各種講演会の記録を掲載しています。スーパーグローバル大学創成支援事業（SGU）への採択は本学
の今後の教育現場に大きな影響をもたらすものと予想されます。新たな大学入試制度改革もからめて、センターでは内外の情報の
収集・発信をすすめていきます。
　最後の記事にある、SD 講演会でお話を伺った早稲田大学の事例は非常に印象的でした。卒業生の同窓会組織が、単なる同窓の
親睦団体としてではなく、大学と共同して大学・学生・受験生をもりたてていく仕組みは、非常に興味深いものでした。本編での
記事に興味を持たれた方は、ぜひ紀要の記録にも目をとおしていただければと思います。

高等教育推進センター副長（高等教育推進センターニュースレター編集長）　中野 康人　
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LUNA 活用事例紹介

法学部のご活用事例
・ＬＵＮＡを使っている科目、コミュニティ 

　　⇒科目：スタートアップ演習、コミュニティ：スタートアップ演習（2 クラス合同）

　　　【クラス規模】1 クラス約 25 人　【授業形態】演習系　【配布物】多い

・ＬＵＮＡを使用するようになったきっかけ 

　　⇒教材を全員が自由にダウンロード・共有・保管することが必要になったこと

　　⇒新入生が早い段階でＬＭＳに接する機会を作りたいと考えたこと

　　⇒ LA と受講者との連絡ツール、コミュニケーションツールが必要になったこと

初年次教育の授業でＬＵＮＡを活用しています

スタートアップ演習に LUNA を組み込むまでの経緯

【2012 年】
1 年生を対象に、大学で学ぶための基礎知識を修得させるという授業の目的を再考し、専任教員による個々のシラバスから統一
シラバスに変更。学期の前半は大学で学ぶ上での基礎的な授業、後半は「読む・書く・話す」を中心に、初年次教育を専門とし
た外部講師による全クラス一律の授業提供を開始。

【2013 年】
前年度のレビューを行い専任教員と職員が連携して授業を検証、その結果スタディスキルの一環として新入生が早い段階で体系
的に LUNA に接する機会が必要という意見が出た。
新入生のサポート、LUNA を使用した教材のアップロードなどを補佐してくれる LA を公募した。

【2014 年】
スタートアップ演習において、LUNA の使用を試行的に開始。LA に LUNA の操作説明講習会を開催し、LUNA の操作について
共通の理解をさせた。
以前は委託先から教材を購入していたが、学部事務室の指示の下、教材は LA が印刷・配付する形に変更。その結果教材費は発
生しなくなった。教材のデータは LUNA 上にアップロードし、受講者が自由にダウンロードできるようにした。

授業に関わる新入生、LA、職員それぞれにメリットがありました
◎新入生→全員が LUNA に接して慣れる機会
◎ LA →教員側の立場で LUNA に触れる経験※他の授業に LA として入る際にも役立ちます
◎職員→教材費削減、LUNA に関するノウハウの蓄積

活用例

教材・課題のアップロードは

LA が行います。 

クラスによってアップロードの

状況に差異が出ないよう、内

容やタイミングは事務室で確

認します。 

履修生が資料を紛失したり授

業に持参し忘れたりしても、

授業当日にこちらからダウン

ロードすることができます。 

学期後半の演習授業では、グループ

で授業外での学習を行い課題を提出

するカリキュラムがあるため、履修生

同士の意見交換ができるように、グル

ープごとの掲示板を用意しています。 

履修生からの質問に LA が対応する

場としても活用をしていく予定です。 
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LUNA 活用事例紹介

学生活動支援機構のご活用事例
　・ＬＵＮＡを使っているコミュニティ 

　　　⇒　ノートテイカーのコミュニティ

　・ＬＵＮＡを使用するようになったきっかけ 

　　　⇒　LUNA の仕組みをよく知っている学生からの提案

学生によるノートテイク支援コミュニティで、代理テイカー募集に掲示板を利用しています
代理テイカー募集の流れ 

　　募集者：メーリングリストにメールを送る

　　　　募集者：LUNA の掲示板に募集内容を書く

　　　　　　応募者：メーリングリストに返信

　　　　　　　　募集者：LUNA の掲示板に応募があったことを書く

　　　　　　　　　　募集者：募集件名を「募集」から「決定」に変更する

学生自らノートテイク
マニュアルと掲示板書
き込み手順書を作成
し、メンバーに配布し
ています。

LUNA の掲示板 

【使用して良かった点】

ノートテイカーの学生たちが代理テイカーを募集する際にメーリングリストを使用していますが、ノートテイカー募集の

メールが増えてくるとわかりづらく、以前は事務局が一旦整理してメールし直したりすることもありました。

従来通りメーリングリストも利用しつつ、募集から応募・決定の流れの中に LUNA の掲示板利用を組み込むことで、募集

案件が一覧で見やすく管理しやすくなり、よりスムーズに運用できるようになりました。

①コミュニティタブ
をクリック 

②ノートテイカーのコミュニティ 
をクリック 

投稿された一つ一つの募集案件
（スレッド）が表示されています。 
スレッドタイトルをクリックすると、
詳細情報（次頁）が表示されます。 

⑤募集案件を投稿するにはスレッドの作成 
をクリック 

③掲示板を 
クリック ④ノートテイカー代理募集のフォーラム 

をクリック 

募集中の案件は、スレッド名に【募集】と
記載しますが、代理が決定したら募集者
が自分で【決定】と変更します。 
そのため、メンバー全員がスレッドの編
集を行える設定にしています。 
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2014 年度ＦＤ活動報告について（研究科）

◆神学研究科◆

　神学研究科の 2014 年度 FD 研修会においては、春学期に学部
の卒業論文の指導と評価との関連で、研究科前期課程の指導と評
価及び評価基準について懇談した。また秋学期には、「大学院へ
のＧＰＡ制度の導入および成績評価方法変更に関する件」を議題
として懇談した。大学院へのＧＰＡ制度の導入に伴い、これまで
の成績評価方法を変更することは、一面、よりきめ細かく評価が
可能であるが、他面、海外の多様な大学の評価方法とどのように
調整するのかという課題についても話し合われた。さらに、昨年
度に意見交換の時を持った後期課程の単位制・キャンディデート
制導入については正式に決定され、それに基づいて内規改正が行
われた。また、今年度も非常勤の先生方との懇談において授業の
在り方をめぐって有益な意見交換が行われた。

◆文学研究科◆

　文学研究科では、2014 年度から年次毎の研究進捗状況報告書
の提出をすべての院生に義務づけるなどして、従来にもまして組
織的・系統的な大学院生指導のための工夫を重ねてきた。今年度
は、そうした取組をさらに前進させて、教員と事務室が協力して
大学院における履修・研究指導・学位取得に関わる体制の見直し
をはかり、大学院学生にとっても教員にとってもわかりやすく、
丁寧な指導を可能にする体制の構築に務めてきた。
　具体的には、以下のような成果を得ている。

(1) 組織的な研究成果報告書提出の義務付けの本格的実施と、
大学院生の研究上の進捗状況の把握とそれに則した指導の徹
底

(2) 経年的な改変の累積によりきわめて複雑になっていた『文
学研究科履修心得』の全面改訂による履修・研究指導過程の
仕組みの整理と周知徹底

(3) 同じく複雑になっていた博士学位（甲号・乙号）取得にい
たる手続きの明確化のための「申し合わせ」の作成と周知徹
底

　以上諸点を単に執行部による事務的改変に留めず、大学院問題
検討委員会で丁寧に議論を積み重ねるとともに、研究科委員会で
数度にわたって報告・審議し、大学院における教育・指導過程の
改善を図った。

◆社会学研究科◆

社会学研究科では、主に以下の 3 つの活動を行なった。
(1) アドミッション・ポリシー、ディプロマ・ポリシー、カリキュ

ラム・ポリシー、履修モデルについて、大学院 FD 委員会に
おいて検証を行なった。

(2) 学生を対象とし、授業に関するアンケートを春学期と秋学
期に各一回実施した。これは、授業・カリキュラム構成・学
習環境の充実を目的としたものである。集計後、院生会と研
究科副委員長・研究科委員長補佐とで計二回の会合を持ち、

アンケート結果をめぐる話し合いを行なった。大学院 FD 委
員会では、アンケート結果および院生会との話し合いの内容
について、報告と懇談を行なった。

(3) 院生教育のサポートのための科目「先端社会講義（研究）I 
/ J」の成果および改善を要する点について、担当教員と研
究科副委員長・研究科委員長補佐との間で振り返り会を実施
し、その内容について大学院 FD 委員会で報告と懇談を行なっ
た。

◆法学研究科◆

　法学研究科では、大学院問題検討委員会が FD 活動を担ってお
り、例年、大学院教務課アンケートと共に法学研究科独自アンケー
トを実施して大学院生の要望を調査し、それを基に FD 検討会を
開催している。
　今年度も 7 月 25 日に大学院問題検討委員全員と後期課程院生、
前期課程院生（プログラム別）による FD 検討会を行った。昨年
度問題とされた選択必修科目と他の授業科目との時間帯の重複問
題は文献研究（英）増設によって改善され、来年度からは不開講
科目となっていた文献研究（独）も復活され外国文献科目が充実
することとなった。また、要求の強かったコピーカード問題も昨
年度の後期課程院生の改善に加え、今年度はスキャナー購入に
よって解決が図られることとなった。また、エキスパート・コー
ス開設後 10 年を経たこともあり、今年度初めての取組として教
員向けアンケートを行った。
　高度専門職業人養成の必要性は高まってきているが、研究者養
成との同時並行的教育には教員の負担も大きく、多くの解決すべ
き問題を抱えている。はじめてのアンケートで回収率は必ずしも
高くはなかったが、来年度以降の教育方法改善の資料として生か
していきたい。

◆経済学研究科◆

　経済学研究科は昨年度に経済学部 FD 委員会から独立した研究
科 FD 委員会を設立し、今年度はその活動を軌道に乗せ、一層の
充実を図ることを目標に活動を行った。FD 活動の在り方につい
ては研究科と学部の間には当然ながら様々な共通点も存在するも
のの、少数の学生へのより高度な教育の場である研究科ならでは
の課題等も少なくない。そのような観点から 2014 年度は主に次
の二つを活動の中心に据えた。(1) 研究科独自の授業アンケート
調査の実施と、それらの集計結果に基づく FD 委員会としての確
認と点検。(2) 多様な教育バックグラウンドを持った学生が大学
院に進学するという近年の傾向を重視した入学前教育の実施。経
済学においては数学を多用するため、その基本的理解が十分でな
い学生が入学後に苦労するケースは珍しくない。このため課程修
了に向けて良いスタートが切れるよう、入学前に経済数学入門の
集中講義を開講した。今後も学生の授業理解度等の実情を考慮し
たきめ細かい教育実践を促進すべく活動したい。　
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◆商学研究科◆

　商学研究科での FD 活動としては、大学院 FD 委員会による FD
活動を行うとともに、専任教員参加による FD 教授研究会（講演会、
討論会など）などを行っている。
　2014 年度の大学院 FD 委員会は、2014 年 7 月 15 日（火）と
10 月 14 日 ( 火 ) に開催した。研究科委員長から大学院 FD 委員
会に対して、商学研究科のカリキュラムおよびシラバスについて
の定期的な検証を行い、その結果を 10 月 15 日（水）までに報
告書として提出するよう諮問があり、その内容について検討を行
い、報告書を作成した。
　2014 年度の FD 教授研究会は、商学部と共同で 2 回開催され、
多くの教員が参加し、参加教員との活発な質疑応答があった。第
1 回 FD 教授研究会：2014 年 12 月 17 日（水）、講師：藤野　
真子　商学部准教授、演題：中国の高等教育制度と留学生の動向。
第 2 回 FD 教授研究会：2015 年 2 月 15 日（日）、講師：阿部　
卓也　商学部准教授、「（ドイツ語）授業の手管」。この他にも、
教授研究会として、商学部と共同で教員による研究報告会を行っ
ており、教員の研究活動の活性化を図っている。

◆理工学研究科◆

　理工学研究科は大学院進学者が多く、大学院生を指導するため
の FD 組織は重要である。2012 年度より理工学研究科の FD 推
進組織として、大学院理工学研究科 FD 委員会を設置し、順調に
機能している。また、2012 年度から開講した英語のみで講義・
研究を行う国際修士プログラムも順調に進んでおり、現在 12 名
の学生が受講している。プログラムの問題点をチェックするた
め、新入留学生全員と面接による聴き取りを行い、既習内容と研
究テーマのマッチングの確認、生活面での問題点等について調査
した。ここで得られた情報や要望は国際化推進委員会と共有され、
大学院教育や生活面の改善に役立っている。その他、今年はアカ
デミックコモンズにおける学生のアクティブラーニングを推進す
ることを目的とし、理工学部 FD 委員会と共同で講演会を開催し
た（「アカデミックコモンズが拓く新たな学び」2014 年 7 月 16
日　午後 3 時 10 分〜午後 16 時 40 分　アカデミックコモンズ
1F シアター　本学理工学研究科　巳波　弘佳教授）。本セミナー
を通じてアカデミックコモンズのあり方、およびアクティブラー
ニングの重要性を認識することができた。

◆総合政策研究科◆

　総合政策研究科は、2014 年度に計 3 回の委員会を開催し、FD
活動を実践してきた。まず第 1 回目の委員会において、総合政
策研究科のアドミッションポリシー、ディプロマポリシー、カリ
キュラムポリシーの内容の確認と学位審査基準の確認・見直しを
行い、その内容を公表した。特に、今年度修了予定である建築士
実務家プログラム 1 期生の修了要件についての確認と調整を行
い、研究科委員会においてその内容が承認され、公表された。
　今年度より導入された修士学位取得プロセスに関しては、指導
担当者による研究計画書の確認・提出、学位取得への必要要件の

◆言語コミュニケーション文化研究科◆

　言語コミュニケーション文化研究科においては、FD 活動の一
環として、研究科執行部の教員４名と、言語科学、言語文化学、
言語教育学、日本語教育学の各領域の大学院生代表による FD 研
修会を年に１回開催している。その目的は、本研究科のカリキュ
ラム構成、授業内容、教授法、設備、施設、および本研究科で運
営する言語コミュニケーション文化学会とその関連行事に関して
学生の意見を聴取し、教員との間で議論を交わすことにより、本
研究科における教育・研究環境の全般的改善に結びつけることに
ある。
　2014 年度の FD 研修会は 12 月 4 日に行われ、学生からは、(1)
実習授業における留学生と日本人学生の言語能力の差が考慮され
ていない、(2) プログラム間で修了必要単位の内容に相違がある、
(3) 修士論文要旨の執筆言語として英語以外の研究対象言語が認
められていない、などの問題提起がなされた。それを受けて、執
行部としては現在、改善に向けての検討を進めているところであ
る。またこれらは、研究科としての中長期的な将来構想に関わる
重要な問題でもあり、そうした点においても有意義な機会となっ
た。

徹底などを事前のガイダンスなどを通じて十分に行ったことから
特に問題は生じなかった。
　また本年度は、2016 年度から導入予定である新カリキュラム
についての議論を集中的に行い、研究者養成に重点を置いたカリ
キュラムへの変更案を練り、研究科委員会でその内容の確認を進
めていった。一方、建築士プログラムと国際実務プログラムに関
しては、担当者とのヒヤリングを進め、演習科目へより実践的な
内容を反映できるようカリキュラム上の調整を行った。
　さらに、SGU への対応として、現行の英語コースの内容を確
認し、新カリキュラムへ移行する場合、英語コースの内容と担当
者をどのように調整するかを議論した。これらは新カリキュラム
案に反映される予定である。　

◆人間福祉研究科◆

　人間福祉研究科では、大学院諸問題検討委員会と大学院 FD 委
員会を同時開催で計８回開催し、FD 活動の充実に向けた検討を
行った。2014 年度における主な活動は以下のとおりである。
(1) 学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）の改正
　前期課程、後期課程の学位授与方針を改正し、修得しておくべ
き学習成果をより明確化した。
(2) 専任教員の任用に関する申し合わせの改正
　学生のより幅広い学びに資するため、「専任教員の大学院指導
教員任用に関する申し合わせ」を改正し、大学院指導教員の積極
的な任用を進めることとした。
(3) ＧＰＡ制度の導入
　グローバル化の流れの中での成績評価の国際通用性をもたせる
ため、全学での検討に合わせ、人間福祉研究科においても前期課
程におけるＧＰＡ制度の導入について協議し、承認を得た。
(4) 授業評価の実施
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◆教育学研究科◆

　教育学研究科は、例年年度末に大学院 FD 委員会により FD 研
究会を開催している。今年度は３月１４日に学部と合同で FD 研
究会を「研究指導における研究倫理」と題して開催した。
　現在、今年度はマスコミ等で研究不正の問題が大きく取り上げ
られたが、それらをふまえて、研究指導における研究倫理の在り
方、研究不正を防ぐ方策について講師を招いて講演をしていただ
いた。講師は、日本学術振興会より招聘した。なお、今回はテー
マの重要さに鑑み、研究推進社会連携機構の支援を受けた。また、
他の研究科にも参加を呼びかけた。

◆国際学研究科◆

　国際学研究科は 2014 年度に 3 人の前期課程院生を迎えてス
タートしたばかりであり、開講されていない授業も多い。FD 活
動としては、大学院を特別扱いせず、学部を対象に行っているこ
とは大学院でも行うことに努めている。執行部教員が学生から要
望を直接聞く、学生インタビューを院生にも行っている。学部生
は各ゼミの代表者であるが、院生は全員に参加してもらった。特
に不満はないようであったが、必修のオムニバス科目が担当者に
よっては本来、意図していたものと少し異なった内容で行われて
しまっていて、受講生の負担ばかりが多くなっていることがわか
り、改善することができたことは意義のあることであった。
　FD 研修会は学部と合同で行い、キャリアセンターと連携した

「ライフデザインについて」を 9 月に実施した。また、教員が他
の教員の授業を参観してコメントを書く、教員相互授業参観制度
も対象を学部開講科目だけでなく大学院科目に拡大した。ただ、
実際には大学院の授業は教員と院生が 1 対 1 で行っていること
が多いため大学院科目の参観はほとんど行われておらず、制度が
形骸化しているので今後の検討が必要と考えられる。

　春・秋学期ともに実施。いずれも各授業について概ね非常によ
い評価を得た。また、アンケート結果を FD へどのようにつなげ
るかについて、研究科内で懇談を実施した。
(5) カリキュラムの充実
　「量的調査法」について、特に社会人学生等が学びやすい体系
を整えるため、入門的位置付けの「量的調査法Ａ」を新設し、従
前の「量的調査法」を「量的調査法Ｂ」とするなど、カリキュラ
ムの充実を図った。また、研究科におけるカリキュラム改編のプ
ロセスについて意見交換を行い、整備を行った。

◆司法研究科◆

　司法研究科では、研究科長を含む５名の教員からなる「自己評
価・FD 委員会」を原則として毎月１回開催している。今年度の
FD 活動としては、次のような活動を行った。
(1) 授業評価：学生による授業評価アンケートを春学期最終授業
終了時に実施した。評価結果は、ロースクールホームページ上に
おいて、また紙冊子によるものは事務室において教職員・学生を

◆経営戦略研究科◆

　経営戦略研究科では、2014 年 7 月 9 日（水）に 2014 年第１
回の FD 委員会を開催し、2014 年 10 月 22 日（水）に大阪梅田キャ
ンパス、また 2015 年 3 月 4 日（水）に西宮上ケ原キャンパス
で 2014 年度の教育研究会を開催する旨の活動方針を決定した。
　2014 年 10 月 22 日（水）に大阪梅田キャンパスで開催した
第１回教育研究会では、「研究科教員と実務家教員の共同研究の
推進」をテーマに任期制実務家教員も含めた専任教員で議論を
行った。
　2015 年 3 月 4 日（水）開催の第２回教育研究会では、2014
年度の FD 活動を振り返るとともに、研究者教員と実務家教員の
ジョイント・エフォートの成功例として、日本マーケティング学
会 オーラルセッション 2014 ベストペーパー賞を受賞した共著
論文についての発表を行ったほか、schoo WEB-campus を活用し
たウェブ上での公開講座の試みについて紹介・情報共有を行った。
　また、FD 委員会では、上記教育研究会の企画・実施のほかに
関西学院大学経営戦略研究会ジャーナル『ビジネス＆アカウン
ティング・レビュー』第１４号に「教員の活動報告」を掲載する
かについての検討を行い、掲載することを決定した。あわせて、「教
員の活動報告」記入フォーマットや原稿作成スケジュールについ
ても決定した。

対象に公開している。また、授業評価全体集計表と授業評価結果
報告書は、ホームページで公開の予定である。なお、この授業評
価は、今年度から１学期のみの実施に変更しているので、秋学期
は実施していない。
(2) 授業参観：各学期期間中に授業参観週間を設けて、教員相互
の参観を実施している。また、特定の授業を指定して、授業終了
後に担当教員退出の後、参観した教員と受講していた学生との意
見交換を行っている。さらにその後、参観した教員と当該授業担
当教員との意見交換を行い、授業方法等の改善にむけて率直な議
論を重ねている。
(3) 中間アンケートの実施：各学期開始後原則として第４週目あ
たりで、授業に関するアンケートを学生にむけて行っている。こ
れをもとにその後の授業改善に役立たせようとするねらいがあ
る。
(4) 学生との個別面談の実施：春学期成績発表後、担当教員と学
生との個別面談を実施している。ここで学生の学修状況の確認や
悩みについての相談を行っている。
(5) 各分野別の FD 会議の実施：今年度はじめて各分野すなわち
公法系、民事系、刑事系及び基礎演習科目の担当教員がそれぞれ
集まって、分野ごとの取り組みについて議論を重ねた。
(6) FD ニュースの発行：自己評価・FD 委員会において、FD 活動
に関して「FD ニュース」を作成して教員に配布した。
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2014 年度ＦＤ活動報告について（学部・センター等）

◆神学部◆
　神学部では、6 月 11 日に専任教員を対象に、「卒業論文とそ
の評価について」というテーマのもと FD 研修会を行った。神学
部は 2013 年度より卒業論文を導入したため、第 1 回目となる
卒業論文を一つずつ紹介しつつ、指導に関する課題やまた評価方
法についての意見の交換をした。その結果に基づき、昨年度決定
した卒業論文の評価基準を見直すと共に、2014 年度の卒業論文
指導・評価についての懇談を行った。
　11 月 5 日には、第 2 回 FD 研修会として、「初年次教育　LA・
TA の活用と基礎教育（英語、基礎演習、文献講読）」について話
し合う時を持った。特に LA から提出された報告書をもとに、「基
礎演習」を充実させ、LA 自身の学びを深めるために、LA をどの
ように活用すべきかということを検討した。
　2015 年 3 月 4 日には、非常勤講師対象に高等教育推進センター
のスタッフを招き LUNA の運用についての FD 研修会を開催した。
具体的な事例を紹介していただきながら、各授業における運用に
ついて懇談の時を持った。その他、神学部の教育理念、また学生
がどのようなテーマに関心を持って卒論などに取り組んでいるか
ということについて研修の時を持った。

◆文学部◆
　文学部では、2014 年度の FD 活動として、2015 年 3 月 4 日に「大
学とはなにか」と題する FD 研修会を行った。橋本伸也教授が近
代ヨーロッパ大学史を踏まえ、日本の大学が置かれている状況を
高等教育変貌の歴史の中に位置づける報告を行い、「大学とはな
にか」という問題を提起した。それを受けて、大学が果たしてい
る多様な機能、アクティブラーニング、学生の意識の変化、入試、
企業の採用のあり方等、諸問題について意見交換を行った。
　また 2014 年 9 月 12 日と 2015 年 3 月 4 日に、人文演習担当
者会を開催した。人文演習は大学における学びの導入として、3
学科 11 専修全ての学生に課している科目である。担当者会では
授業実践の報告を行うとともに、この科目において共通のスキル
として教えるべきものや剽窃の問題について議論した。また担当
者それぞれの授業の進め方や提言をリポート集としてまとめ、次
年度以降に活用することを確認した。

◆社会学部◆
　社会学部では、FD 委員会の主導のもと、組織的に FD 活動に
取り組んでいる。具体的には、各年度２～３回、授業のあり方を
めぐる教員間の議論や研修の機会を設けている。教員が授業で直
面している最も困難な事項を常にテーマとして取り上げている。
特に各教員の成功例と失敗例などを共有することを大切に考えて
いる。2014 年度は以下の通り、２回実施した。
　1 月 13 日には、「卒業論文指導」に関する FD 研修会を開催した。
社会学部の学びの集大成である卒業論文の指導方法について、各
教員が実践しているさまざまな工夫を紹介した。新しい情報機器
やサービスを活用した指導方法、逆に、時代やツールが変化して
も変わらない添削のノウハウの情報共有・交換の場となった。
　3 月 4 日には、「入学前から卒業までの教育を考える」という
テーマで学部懇談会を開催した。懇談会では３つの小テーマ（①
入学試験について②グローバル人材育成に向けて③正課教育とピ

ア・エデュケーション活動の連携に向けて）を設け、発題者が現
状や取り組みの報告をした後、今後の学部教育の在り方や取り組
むべき事項等について活発に意見交換をおこなった。

◆法学部◆
　法学部では 2014 年 10 月 1 日に FD 研究会を行った。10 月 1
日は、1 年生必修のスタートアップ演習を取り上げ、講師を派遣
している NKS および講師、さらに LA を務めた学生 2 名をゲス
トに迎え、本年度の教育内容や LA の起用のありかたについて振
り返り検討した。スタートアップ演習は基礎的なスタディスキル
を全学生に身に着けてもらうことを目的に、2011 年度カリキュ
ラムより導入されている。この科目では昨年度まで LA と TA を
併用していたが、今年度より TA を外した。この研究会の議論と
してこのような LA の全面的な導入の成果が確認され、次年度以
降もこの方針を継続すべきという結論を得た。なおこのようなス
タートアップ演習の改革については、高等教育推進センター発行
の『高等教育研究』第 5 号において拙稿「法学部における初年
次教育改革」としてまとめている。
　また 2015 年 3 月 14 日の教授会において、学生による授業評
価の結果ならびに現状のカリキュラムについて報告と懇談を行っ
た。これらを踏まえ授業改善を進めるとともに、現行のカリキュ
ラムの見直し作業を次年度より開始する。

◆経済学部◆
　経済学部が 2014 年度に実施した FD 活動は以下にまとめられ
る。
(1) 学部の「基礎演習」については 2014 年 4 月 2 日に担当者会
議を行い、前年度の基礎演習運営についての評価、引き継ぎおよ
び注意事項の確認、質疑応答と議論を行い、現状と問題点につい
て会議出席者による共有をはかった。
(2) 学部の専門基礎科目「経済と経済学の基礎」の補習授業につ
いて、2014 年 4 月 2 日に担当者会議を行い、引き継ぎや注意点
の確認、LA の活用などについて話し合い、現状と問題点につい
て会議出席者による共有をはかった。
(3) 学部の「言語と文化」については、2014 年 7 月 2 日に言語・
文化・宗教担当者による担当者会議を行い、引き継ぎや注意点の
確認、さらには現状の共有をはかった。
(4) 学部の専門基礎科目「経済と経済学の基礎」「現代経済入門」「経
済の歴史と思想」について、2014 年 9 月 17 日に担当者会議を
学部 FD 委員会との共催で行い、内容など運営方法や注意点の確
認、質疑応答と議論を行い、現状と問題点について会議出席者に
よる共有をはかった。また、2015 年 3 月 14 日にも担当者会議
と学部 FD 委員会を実施した。
(5) 昨年度から始まったシラバス点検作業は 2 年目の実施となっ
た。

◆商学部◆
　商学部は、商学部ファカルティ・ディベロップメント委員会に
よるファカルティ・ディベロップメント活動を行うとともに、専
任教員参加によるファカルティ・ディベロップメント教授研究会

（講演会、討論会など）などを行っている。
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　2014 年度の商学部ファカルティ・ディベロップメント委員会
は、7 月 15 日（火）、10 月 14 日（火）に開催した。商学部長
から商学部ファカルティ・ディベロップメント委員会に対して、
商学部のカリキュラムおよびシラバスについての定期的な検証を
行い、その結果を報告書として提出するよう諮問があり、その内
容について検討を行い、報告書を作成した。
　2014 年度のファカルティ・ディベロップメント教授研究会は、
商学研究科と共同で 2 回開催され、多くの教員が参加し、参加
教員との活発な質疑応答があった。第 1 回：2014 年 12 月 17
日（水）、講師：藤野　真子　商学部准教授、演題：「中国の高等
教育制度と留学生の動向」。第 2 回：2015 年 2 月 15 日（日）、
講師：阿部　卓也　商学部准教授、「（ドイツ語）授業の手管」。
この他にも、教授研究会として、商学研究科と共同で教員による
研究報告会を行っており、教員の研究活動の活性化を図っている。

◆理工学部◆
　理工学部 FD 委員会は毎年、FD に関係する活動の経験者や識
者を講師に招いて講演会を開催している。2014 年度は本学部情
報科学科教授で、アカデミックコモンズ活性化委員会コンビー
ナーを務められている巳波弘佳氏に依頼し、生きた学びの場とし
て神戸三田キャンパスに設置されたアカデミックコモンズの理
念・現在の運営方針と活動状況・将来の展望について、「アカデミッ
クコモンズが拓く新たな学び」という演題で語っていただいた。
その結果、学生による自学空間を創造するための、プロジェクト
型アクティビティをはじめとする様々な工夫について学ぶことが
できた。さらに、クレセントチューターと呼ばれる院生中心の学
習支援システムがレポート作成、成果発表、試験勉強などのフィー
ルドに分かれてきめ細かく対応している状況や、チューター自身
の能力向上のための支援体制のあり方などは、ラーニング・アシ
スタント制度の効率的な運用を考える上でも大きな手がかりを与
えるものであった。
　また、理工学部は 2015 年度より 3 学科が新設され。完成時
には学生数は現在の 1.5 倍になる。そこで、授業調査の手間など
を軽減するため、独自の出席調査アプリを開発した。来年度より
運営を開始する予定であり、FD を支援するインフラの一つとし
て大いに役立つものと期待される。

◆総合政策学部◆
　総合政策学部は、FD 活動として、４回の FD・カリキュラム委
員会の開催、初年次教育の再検討、教員による研究報告会を実施
した。
　FD・カリキュラム委員会では、今年度、主として現在の「学
位授与方針（DP）」「教育課程の編成・実施の方針（CP）」「学生
の受け入れ方針（AP）」の見直しを行った。現在のところ、変更
すべき点は特に指摘されなかった。
　初年次教育委員会では、入学前教育の見直し、基礎演習の今後
の在り方について議論した。入学前教育において、これまで講義
映像を視聴して、所定のテーマに関するレポートを課していたの
だが、教員が指定した書籍を読ませてレポートを作成させるやり
方に変更した。基礎演習については、共通教材の開発、通年体制
の是非、セメスターごとの共通した指導内容について議論した。
特に、広く学部学生に読ませたい書籍を各教員が精選した「総合
政策学部の 100 冊」を改訂し、新たに 100 冊を選んだ。基礎演

習を中心に、2015 年度からこの新しい推薦書籍リストを活用す
る予定である。
　総合政策学部は、専門分野の異なる教員から構成されているた
め、各教員の専門分野や研究内容、あるいは授業方法の分かりや
すい紹介を目的とした、研究発表会を昼休みに実施している。今
年度は、７回実施し、新任教員を中心として７名の専任教員が発
表し、研究や授業方法に関する情報交換を行った。

◆人間福祉学部◆
　2014 年度の FD 活動は大きく分けて 2 つの活動からなる。
　まず、第 1 に初年次教育（基礎演習）の改善の取組みである。
近年基礎演習について学力レベルのバラツキが見られ、運営上の
課題や悩みが多く寄せられるようになったことから、担当者を対
象にアンケートを実施し、実態把握を行うとともに授業運営上の
課題や工夫について調査した。その結果をもとに学部 FD 研修会
を 10 月 29 日に開催した。研修会では、積極的な取組みを行っ
ている法学部での事例を藤田法学部事務長より紹介いただき、各
学科からも基礎演習の運営における取組みと課題の共有を行っ
た。その後の意見交換では、積極的かつ具体的な提案がいくつか
出され、今後の基礎演習における新しい取組みの可能性について
検討する有意義な機会となった。
　第 2 に、FD 活動の一環として 11 月 5 日に学部人権問題研修
会を開催した。テーマは「セクシュアル・ハラスメント～起こさ
ない、見逃さないために～」と題して、フェミニストカウンセラー
の川喜田好恵氏を招き、さまざまな事例をもとに、改めて問題の
重要性や防止の取組みについて考えることができた。

◆教育学部◆
　2014 年度は、学部創設から 6 年目となりみえてきた関学教育
学部の課題の整理と将来構想を踏まえ、「関学教育学部の学士力」
をテーマに、学部 FD 委員の企画運営による 2 回の FD 研究会を
実施した。
　第 1 回（2014.05.14）では、「関学教育学部で育てる＜学士
力＞　－卒業研究の視点から－」というテーマで行った。大学
教育の根幹ともいえる各教員のゼミにおける卒業論文指導につい
て、その指導方法や課題認識について事前にアンケート調査を行
い、その結果に基づいてグループでの意見交換を行った。
　第 2 回（2014.12.10）では、「基礎演習で育てる KG 教育学部
の学士力」として、とくに初年次教育に焦点を当てて研究会を実
施した。基礎演習は学部 4 年間の教育活動の基盤となる科目で
あるが、複数の教員が担当しており、毎年その担当は入れ替わる
ため、その内容や方法などに食い違いがみられるようになってき
た。そこで、基礎演習の目的や位置づけを確認し、教育目標およ
びアクティブラーニング型の演習の活性化に関する共通理解をは
かった。
　また研究科 FD と共催で、日本学術振興会より笹川光氏を講師
に招き、｢大学における研究倫理をめぐる動向｣ について、おも
に研究費の不正使用、研究活動における不正行為の防止について
の研究会を実施した（2015.03.14）。

◆国際学部◆
　国際学部においては、2014 年度に春秋期各 2 回、年 4 回の
FD 研修会を実施した。
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　春期の研修会（5 月 28 日及び 6 月 18 日実施）では、開学 5
年目を迎え、1 年次基礎演習科目の内容改編及び授業改善を目的
として、教員アンケートの回答結果を分析検討し議論した。その
結果を受けて 7 月 9 日教授会において懇談を行い、次年度に向
けて内容の一部改編及び授業内における能動性向上に向けての
LA 活用などの方針が示された。
　秋期第 1 回研修会（10 月 1 日実施）はキャリアセンターによ
る 2014 年 3 月卒業生の進路状況等の報告を受けて質疑応答及
び討論がなされ、学生の就職活動に資するという面からも能動的
学習の推進が今後さらに重要性を増してくることが再確認され
た。
　秋期第 2 回研修会（12 月 17 日実施）では、以上の流れを受け、

「高等教育における ICT 利用の動向」と題し、大学の授業におけ
る情報通信技術活用の現状と問題点、具体的にはスマートフォン
やタブレット PC を用いた授業実践や MOOC（大規模公開オンラ
イン授業）を利用した反転授業等の方向性、さらにはこれに伴う
今後のオフライン授業変質の可能性等に関する報告と授業改善に
関する議論が行われた。

◆言語教育研究センター◆
　2014 年度言語教育センターでは、授業改善のため以下の FD
活動を行った。
(1) 言語ポートフォリオ評価者研修（2014 年 7 月 24 日）
　本センターが GGJ において推進するプロジェクトの１つであ
る「言語ポートフォリオの導入」に向け、まずは英語科目での導
入検討のための評価者育成を目的として、本研修を開催した。講
師として、大阪大学　言語文化研究科　言語社会専攻　特任講師

（常勤）専任のファーガス・オドワイヤー氏を招き、「ヨーロッパ
共通参照枠（CEFR）」に基づく「能力記述枠組み（Can Do List）」
および「言語ポートフォリオ」に関する公開講義とワークショッ
プを行った。ワークショップを通して、言語ポートフォリオ導入
に向けての具体案や検討事項など、参加した教員間で積極的な意
見交換がなされた。本研修を踏まえて、今後の本格的な導入およ
び運用について議論を進めていく。
(2) 言語教育研究センター研究会（2015 年 2 月 18 日）
　英語常勤講師４名および英語特別講師２名により、種々の教育
実践に関する共同研究の成果報告を行った。また、その研究内容
については、本センター発行の「センター研究年報」を通して報
告した。
(3) ドイツ語インテンシブ・プログラムにおける LA の導入（秋
学期）
　2014 年度秋学期よりドイツ語圏からの交換留学生をラーニン
グ・アシスタント（LA）として採用し、「ドイツ語インテンシブ
初級Ⅰ」の授業において導入した。授業実施後は、LA 導入の効
果や課題を検討するために、関係者にインタビューを行った（対
象者は LA4 名、担当教員 3 名、科目履修学生 1 名）。本取り組
みおよびインタビューの結果については、本センター発行の「セ
ンター研究年報」を通して報告した。
　上記の活動に加え、英語・フランス語・ドイツ語・中国語・朝
鮮語・スペイン語の各語種において、年間を通じてより充実した
言語教育のカリキュラムおよび教材開発、そして研究活動を実践
している。引き続き、さらなる言語教育プログラムの推進に向け
て、語種を超えて取り組んでいきたい。

◆教職教育研究センター◆
　本センターでは、文科省から近年一層求められている教職課程
の質の保証に対応し、計 3 回の FD 研修会を実施した。第１回研
修会（７月８日・専任教員のみ）では、「本年度の教育実習（５
～６月を中心に約 400 名が参加）の改善と充実」をテーマとし、
事前指導、訪問指導の在り方や今後の改善点について検討を行っ
た。教育実習については、同省から大学による評価の客観性や教
育実習指導体制の充実が求められており、実習校確保の方法、指
導体制の在り方などについて協議を行い、今後も継続して検討す
ることを確認した。第２回研修会 (11 月８日・非常勤講師を含む )
では、2013 度より新たに導入された「教職実践演習」( 必修科目・
秋学期履修 ) の授業内容・展開上の課題について意見交換を行っ
た。同科目は、多様な授業内容を複数の授業形態を組み合わせて
実施する必要があるところから、出席者がその課題について共通
理解を図り後半の授業に備えた。第３回研修会は、教職課程研究
懇話会 (12 月 19 日 ) の中で行った。2015 年 4 月から理工学部
の新設学科で理科 ( 中高 ) の教職課程が新たに設置されることを
受け、授業担当者による理科教育法の実践方法に関する発表がな
され、その後全員 ( 非常勤講師を含む ) で情報交換を行った。

◆スポーツ科学・健康科学教育プログラム室◆
　2014 年度スポーツ科学・健康科学教育プログラム室では以下
の FD 活動を行った。
(1) 関西五私大体育研修会への参加
　2014 年 12 月に龍谷大学（深草キャンパス）で開催された関
西五私大体育研修会に、本プログラム室の室長、副室長が参加し
た。本研修会は、関西学院大学、関西大学、同志社大学、立命館
大学、龍谷大学の関西五私大で構成された研修会である。今年度
は、「教養科目としてのスポーツ・健康科目のコンセプトと現状
および今後の展開」および「発達障害の学生の履修状況について」
というテーマに基づき、室長が本学の現状報告を行い、他大学と
の情報共有を行った。
(2) スノーボード研究会冬期研修会への参加
　上記研修会へ本プログラム室構成員 2 名が参加した。実技研
修と共に、「ゲレンデ英語」に関する講演、「タイプの異なる初心
者に対する指導法」に関する議論、「豪雪対策と実習運営法」に
関する意見交換等の機会に恵まれ、プログラム室提供科目「余暇
生活学演習Ｄ冬期アウトドア」の指導において、大いに役立つ研
修会となった。

◆人権教育研究室◆
　人権教育研究室では、室長室会を人権教育における全学的な
FD 推進主体として位置づけ、その下で 2014 年度は次のような
取り組みを実施した。第１に、４月に教職員対象人権研修プログ
ラムと題し、新たに本学に赴任した教職員を主対象に「関西学院
大学人権教育の基本方針」を基にした研修と大阪人権博物館への
見学を実施し、本学における人権教育の実情、特に障害学生支援
と人権教育との関連について理解を深めてもらった。
　また第 2 に、人権に関する様々なテーマを取り上げた研究会、
人権教育研究室指定プロジェクトの報告会を随時実施し、人権教
育担当者のみならず教職員としての力量向上の場とした。特に、
LGBT 啓発を意図したレインボーウィーク「もっとカラフルな関
学に！」では、リーフレットとステッカーを全教員に配布したと
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ころ、様々な場所でのステッカーが目につくことになり、直接的
な参加ではない形での「意思表示」が多く得られた。次年度より
教職員からの応募型の研究制度を実施し、自発的な参加意欲と人
権教育の主体性涵養と意識向上に努めたい。
　さらに第 3 として、各学部より新任教員から人権教育科目運
営委員を選出していただき、担当人権科目に毎回出席の上で、代
表者と共に授業運営に携わって、人権問題についての理解を深め
てもらっている。
　そして第 4 に、2015 年 3 月 2 日に本年度および次年度の人
権教育科目担当者（上記本年度運営委員含む）の連絡会を実施し、
教授方法改善も含めて情報・意見交換を行なった。今回は「ハラ
スメントガイドライン」と障害学生支援における本学の取り組み
を紹介し、全体での情報共有を図ると同時に、人権教育科目につ
いては、授業評価方法・学生の参加意欲・当事者学生への効果な
どについて意見交換を行うことが出来た。
　今後は、「インクルーシブ・コミュニティ創出に向けて」実現
のために、インクルーシブ・コミュニティ促進委員会とも連携し
ながら、本学の人権教育・多様性が尊重される文化の深化を図っ
ていきたい。

◆国際教育・協力センター◆
　国際教育・協力センターでは、交換留学生を主眼に据えて開講
する日本・東アジア研究プログラムについて検討ワーキンググ
ループを設置した。ワーキンググループでは、授業調査とは別に
交換留学生にアンケート調査を実施し、日本・東アジア研究プロ
グラムとして提供する科目群が協定校から来学している交換留学
生の留学目的に沿った学びを体系的に提供できる科目構成となっ
ているかについて検証を行った。検証の結果、特定分野・領域に
開講科目が集中していたり、交換留学生の関心が高い分野・領域
での開講科目が欠落していたりしているなどの課題を把握した。
これらの課題については次年度以降の科目整備を進めていくこと
をセンター内で確認した。
　また、各種の派遣留学プログラムについては、独自の留学プロ
グラム評価アンケートを実施し、派遣学生の留学前・留学後の外
国語運用能力試験のスコアアップ率などを集計するなどのデータ
をもとにして、各プログラムを実施する協定校担当者と連携を取
りながら、授業内容、方法等について改善に取り組んでいる。

◆日本語教育センター◆
　日本語教育センターは、正規外国人留学生、交換留学生、短期
外国人留学生、正規日本人学生を対象とするプログラムをもって
おり、それぞれ別のカリキュラムでプログラムを運営している。
グローバルスタディ科目を除いて、その他のプログラムはすべて
外国人留学生を対象とするため、教室での授業以外の学習支援や
生活 ･ 文化順応支援、相談業務が個々の教員に数多く発生する。
また正規外国人留学生に対する日本語教育は単なる外国語教育で
はなく、卒業論文の作成、口頭発表やレジュメ、レポートの作成、
学部 ･ 大学院における専門科目の受講に直結するため、成績 ･ 評
価を出して終わるものではなく、学習成果の十分な見極めとサ
ポートが必要になる。そのような観点からも FD 活動を行ってい
る。
　正規外国人留学生を対象としたプログラムでは、コーディネー
タおよび科目チーフ担当者が作成したシラバスに基づき、全クラ

ス共通の内容で授業を実施している。各学期授業開始前と終了後
に講師会議を開催し、到達目標、授業内容の徹底、および科目担
当者による意見交換を行い、授業期間内では講師室内での打合せ
やメールを利用して、情報共有に努めている。また授業アンケー
トは本センター独自の質問票によるものを実施し、問題点の洗い
出し、その改善を行っている。
　交換留学生を対象としたプログラムではコーディネータが科目
担当者から月末報告書の提出を受け、年々増加する交換留学生に
対するきめ細やかな指導の実施に努めている。また授業アンケー
トは、在学期間の短い交換留学生の要望や問題点に素早く対応で
きるよう、本センター独自の質問票により、学期途中と学期末に
2 回実施し、授業方法、内容などについて改善に努めている。
　本センターの留学生を対象としたプログラムはすべてティーム
ティーチングによって指導しているため、教員間の連絡や情報共
有が欠かせない。従って本センターに所属する教員は常にクラス
の状況や学生一人一人の勉学上の問題点を共有し、お互いの教授
方法や進度などの情報を共有している。その意味で、1 学期に 1，
2 度開催される講師会（非常勤講師まで含めた教員全員の連絡会）
や毎月行われる講師室会（専任、特別契約、常勤講師のみでの連
絡会）での議論、そして講師室で頻繁に行われる任意の打合せな
どはすべて FD として機能し、授業改善や留学生対応の適切化に
寄与している。さらに従来行ってきた関学日本語教育研究会（年
2 回）の活動の一環として、今年度から教員一人一人の教育実践
上の試みを一人 15 分程度で紹介し合うこととしたことにより、
実践上の新たな試みの評価や効果などを教員間で共有できるよう
になった。

◆キャリア教育プログラム室◆
　キャリア教育プログラム室では、(1) インターンシップ関連科
目、(2) キャリアゼミについて FD 活動に取り組んだ。そもそも、
本センターの教育カリキュラムは、(a) 講義、(b) 小集団ゼミ、そ
して (c) キャリアゼミという 3 段重ねになっている。
　インターンシップ関連科目は、 (a) と (b) からなる。(a) は大教
室での講義であり、「社会の中の自分」というタイトルをつけて
いる。春学期半年間を通じて、産業界や官界にあるいは NPO に
進む将来の道を、タイムリーな情報提供を通じて現在の日本の産
業の現状と課題を教えることで、思索し、歩ませたいという意図
を持っている。とくに今年から公務員志望者向けの内容を付加し
た。(b) は秋学期開講である。クラス 40 名程度でディベートや
ディスカッションをさせることで自分自身の発見と自覚を目指す
ものである。NKS 能力開発センター・紀伊国屋書店等に講師派
遣とテキスト開発を委託している。学期終了後に、担当講師およ
び NKS 能力開発センター、紀伊国屋書店、キャリアプログラム
室が一堂に会して、反省と次年度への改革を討議している。ここ
で共有した改革点はテキストの増補改訂や次年度の授業に反映さ
せている。
　キャリアゼミは夏休みや春休みの期間を利用して開講する集中
科目である。キャリアゼミＡ、同Ｂ、同Ｃの他に、霞が関セミナー
や海外インターンシップ (2014 年夏からスタート、ロスアンゼ
ルス方面 ) があり、東京での合宿形式が多い。これらの参加者の
中から中央官庁総合職が二人決定してことは誇りであり当セン
ターの努力が実ったとも言える。担当教員を中心に、学生の評価
や理解度、満足度から問題点を確定し次年度の改良点として、ゼ
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ミ運営に生かしている。

◆共通教育センター◆
　当センターは全学科目の提供部署との連携・調整による提供カ
リキュラムの質的向上と、初年次教育を中心とした授業・学習支
援等に取り組むため、2010 年 4 月に発足しました。発足以来、
全学科目体系の整備、初年次教育科目「スタディスキルセミナー」
や「グローバルキャリアデザイン入門」の提供、ラーニング・ア
シスタント（Ｌ . Ａ .）制度の運用を主な FD に関する取り組み事
項として推進してきました。
　2014 年度は上記取り組みの推進と改善に加え、新たに (1)
アクティブラーニングを全学的に浸透させていく共同学習空間

「ラーニングコモンズ」の設置と円滑な運営、(2)Project Based 
Learning の推進を視野に入れた「社会連携プロジェクト」の科
目提供を行いました。以下、今年度より着手した FD に関する取
り組みについて言及します。
(1) 西宮上ケ原キャンパス北西部再開発計画の一環として、Ｈ号
館１・２階に共同学習スペース「ラーニングコモンズ」を設置し、
４月末からその運用を担っています。コモンズは、学生の自主的
な活動の場、学生の活動モードにあわせて段階的に展開する学習
空間としてデザインされました。学習スペースの提供のみならず、
多様なニーズを持った学生の学習活動を側面から支援する機器貸
し出しやカウンターサービス等を行い、アクティブラーニングの
推進と浸透に取り組んでいます。授業の準備学習や、ゼミ活動の
一環でもある成果発表会等に向けた議論と練り上げの場として、
終日予想を大幅に超える利用状況となっています。コモンズの飽
和状態を緩和するために、11 月末には中央講堂地下に平日限定
のラーニングコモンズを新設しました。
(2) 学生の課題発見・解決力の育成を主眼におく科目として、
2014 年度から「社会連携プロジェクト」を新規開講しました。
学内における新たなシーズの発掘や、履修学生が取り組む各種プ
ロジェクトの支援を行っています。今年度スーパーグローバル大
学創成事業に採択された本学では、課題解決型授業をよりいっそ
う積極的に開発していく必要があります。そのモデルプログラム
となるよう、取り組んでいく予定です。
　当センターでは、以上のような学生の主体性を育む参加型授業
の提供や学習環境の改善に取り組んでいます。学生の学習意欲を
喚起し、授業を活性化することを通じて、今後も教育の質の向上
を目指していきたいと考えています。また、全学的な取り組みの
推進が求められている、ナンバリングやシラバスの高度化等のＦ
Ｄ推進課題に関する調査と検討を進めて、教育の質向上に寄与し
ていきたいと考えています。

◆大学宗教主事会◆
　各教科における FD への取り組みが行われる中、各学部で必修
科目として実施されている「キリスト教学」のあり方に対する情
報共有と質の向上を目的として、学部の垣根を越える形で大学宗
教主事会のもとに 2012 年度より FD 部会を設置し、これまで以
下のような取り組みを実施してきた。
　2012 年 7 月 6 日：キリスト教と文化研究センターの研究プロ
ジェクトの一つ「関西学院におけるキリスト教主義教育の展開」
研究会に合流し、国際学部の「キリスト教学」とキリスト教活動
に関する発表を平林孝裕国際学部教授・宗教主事より受け意見交

換を実施。
　2012 年 10 月 5 日：大学宗教主事会において、経済学部の「キ
リスト教学」とキリスト教活動に関する発表を舟木讓経済学部教
授・宗教主事が行い意見交換を実施。
　2013 年 7 月 5 日：大学宗教主事会において、総合政策学部の「キ
リスト教学」とキリスト教活動に関する発表を村瀬義史総合政策
学部准教授・宗教主事が行い意見交換を実施。
　2013 年 10 月 4 日：大学宗教主事会において、商学部の「キ
リスト教学」ならびにキリスト教活動に関する発表を山本俊正商
学部教授・宗教主事が行い意見交換を実施。
2014 年 7 月 4 日：大学宗教主事会において、各学部宗教主事も
講義等に関係している神学部のカリキュラムの理念と内容に関し
て、中道基夫神学部教授（教務担当副学部長）に発表を頂き意見
交換を実施。
　2014 年 10 月 3 日：大学宗教主事会において、関西学院の一
貫教育の情報共有として高等部のキリスト教主義教育に関して松
隈協高等部宗教主事に発表を頂き意見交換を実施。
　以上のほかに、2013 年度、2014 年度はそれぞれ一泊の研修
会を実施し、各学部におけるキリスト教主義教育・活動に関する
情報交換と意見交換を実施している。
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ご意見、ご感想、情報等をお寄せ下さい。寄稿も歓迎致します。☞ HighEdu@kwansei.ac.jp

高等教育推進センターニュースレター
２０１5 年 3 月 3 １日

発行：関西学院大学教務機構高等教育推進センター

〒 662-8501　西宮市上ケ原一番町 1-155
TEL：0798-54-7420　FAX：0798-54-7421

http://www.kwansei.ac.jp/cerphe/index.html

講演会・ワークショップの開催

高等教育推進センター第４回 SD講演会
「早稲田大学の校友業務について」

＜概要＞
　　開催日時：2014 年 12 月 11 日（木）17:00 ～ 18:30
　　講　　演：友金　孝夫氏（早稲田大学総長室校友課長・校友会事務局長）
　　開会挨拶：平林　孝裕氏（関西学院大学高等教育推進センター長）
　　司　　会：中野　康人氏（関西学院大学高等教育推進センター副長）

　昨年 12 月 11 日に本部棟会議室にて、教職員を対象とした SD 講演会「早稲田大学の校友業務について」を開催致しました。
　まず早稲田大学における校友業務の変遷についてや早稲田大学校友会の概要をご説明頂きました。
　その後、具体的な取り組みとして、まず校友との接点である「地域交流フォーラム」をご紹介頂きました。教学や就職に
関する説明会や、父母の懇談会等に加えて、総長や理事の講演と各学部の教員による講演も行なっているとのことでした。
新しい動きとして、「Hello! WASEDA プロジェクト」を開催しており、参加型イベントでは、対象を就学前の児童や小学校、
中学校といった子どもたちまで広げ、校友以外にも大学のインフォメーションを発信していることも印象的でした。また、
校友向けのサービスとして、生涯メールアドレスや Waseda-net という校友向けのサイトを運営し、キャリアセンターが実
施している校友向けの求人情報へのリンクや、校友検索システムにより、校友同士で連絡を取り合うことも可能にしていま
す。併せて早稲田カード事業を行なうなど、卒業後も校友との接点を広げています。
　最後に、在学生へのアプローチとして、「めざせ！都の西北奨学金」という入学前予約採用奨学金の説明があり、早稲田カー
ドの還元金や大学への寄付により、校友会が支援しているとのことでした。なお、この奨学金は、経済的な不安が念頭にあっ
て、東京まで来て受験をするのを当初からあきらめている受験生の負担を軽くしようという趣旨で、年に約 200 人が給付
を受けているとのことです。
　上記のような実践的な事例を中心にご説明頂き、非常に有益なＳＤ講演会となりました。なお、講演の詳細は、「関西学
院大学 高等教育紀要第５号」をご覧ください。

スーパーグローバル大学創成支援シンポジウム／第 5回 FD講演会：

「高等教育の国際化と質保証」～新時代に求められるグローバル人材育成とガバナンス改革～

＜概要＞
　　開催日時：2014 年 11 月 22 日（土）13:00 ～ 17:00
　プログラム：
　　◎基調講演「グローバル化と大学改革」　金子　元久氏（筑波大学教授・日本高等教育学会会長）
　　◎話題提供「大学の国際化と我が国の人材育成」　小林　浩氏（リクルート進学総研所長）
　　◎事例紹介「ガバナンス体制の構築とＩＲ導入」　江原　昭博氏（関西学院大学高等教育推進センター准教授）
　　◎政策動向「高等教育政策の動向と課題について」　森　晃憲氏（文部科学省高等教育局高等教育企画課長）
　　◎パネルディスカッション
　開会挨拶：村田　治氏（関西学院大学学長）
　司　　会：平林　孝裕氏（関西学院大学高等教育推進センター長）

　昨年 11 月 22 日に関西学院大学西宮上ケ原キャンパスにて、スーパーグロー
バル大学創成支援シンポジウム／第 5 回 FD 講演会として「『高等教育の国際化
と質保証』～新時代に求められるグローバル人材育成とガバナンス改革～」を開
催致しました。
　まず上記テーマで講演があり、その後、パネルディスカッションや質疑応答が活発に行われました。終了後のアンケート
では「今後の高等教育における諸活動の参考になりました。」や「グローバル化に向けて、大学と外からの目線での話が聞
けてよかった。」、「一つ一つの講演内容が多岐に渡り、それぞれ大変勉強になりました。」などの回答が寄せられ、非常に有
益なシンポジウムとなりました。なお、講演の詳細は、「関西学院大学 高等教育紀要第５号」をご覧ください。


